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衣料品の資源循環プロジェクト
-ワヲナス-



①回収の拡大（消費者の協力）

②分別の高度化（再生技術）

③環境配慮設計（リサイクル前提）

④販売・情報開示（トレーサビリティ）

はじめに
2030年「繊維資源循環」の社会実装に向けて

【国の指針（経済産業省・環境省）】
繊維製品の資源循環システム検討会

【ニッケの挑戦：WAONAS】
制服から広げる「Zero Waste」

2030年の方針

共通の
課題解決へ

制服での成功モデル構築

①出前授業・環境教育

②高度な再資源化（繊維to繊維）

③循環型素材の提供

④制服回収システム

NEDO事業
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WAONAS（ワヲナス）

衣料品の回収・循環プロジェクト
2024年10月から運用スタート。
2030年までに10万着の販売目標。

WAONASが目指す「Zero Waste」
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本日の事例紹介：４つのフロントライン

【私立】駒場学園高等学校

【公立】東京都大田区立大森第六中学校

【地域】埼玉県立新座総合技術高等学校×スクールベン

【企業】京成グループ
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【私立】駒場学園高等学校：全国初「循環型制服」の実証事業

卒業生 新入学生

生地を構成する糸の一部に
再生原料を使用

・私立・駒場学園高等学校と提携し「服から服へ」の実証実験をスタート
・卒業生から制服を寄贈いただき、解体・反毛・紡績を行い新入学生の制服素材にリサイクル
・1年生と2年生は循環素材の制服を着用、2027年度には循環素材から循環素材への検証が始まる
・同校のサーキュレーション委員会生徒と連携してプロジェクトを推進中

４



【私立】駒場学園高等学校：全国初「循環型制服」の実証事業

環境省主催イベントにて、駒場学園高等学校と連携した循環型制服の取組が紹介されました。
衣類のリユース・アップサイクルを通じた循環型社会への挑戦として注目され、当日の様子は、
3月7日以降、YouTubeでも紹介予定です。
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【公立】東京都大田区立大森第六中学校：ユネスコスクールでの導入
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【地域】埼玉県立新座総合技術高等学校：学校・販売店・メーカーの協業
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【企業】京成グループ：インフラ企業の決断

京成電鉄は2025年4月に合併した新京成電鉄株式会社の使用済み制服・作業服約4tを拠出、
ニッケが「WAONAS」で再資源化し、幅広い用途に活用します。
また、本年のグループバス事業再編完了後に、リニューアルを予定しているバス事業4社（※）の
制服に「WAONAS」で再資源化された原料を一部活用します。 （※）バス事業4社：京成バス東京㈱、京成バス千葉ウエスト㈱、

京成バス千葉セントラル㈱、京成バス千葉イースト㈱
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制服を「資源循環の先行モデル」にする

制服は、言わば『繊維循環の最速・最短ルート』です。一般の服では難しいトレーサビリティも、
制服なら把握できます。ここで培った『回収の仕組み』や『再生技術』を、一般衣料という
巨大な市場へ展開していく。それがニッケの描く、2030年以降のグランドデザインです。

制服で
成功モデルの確立

インフラの汎用化・社会実装

●高トレーサビリティ（誰が/いつ/何を）

●安定した回収拠点（学校/自治体/企業）

●均一な素材構成（リサイクルの最適化）

【最大の目標】

一般衣料
ZERO WASTE社会の実現へ

スケーリング
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共に「ワ」を成すパートナー募集

【自治体・教育関係者の皆様】
・環境教育（出前授業）の実施、導入モデル校の募集

【回収・選別・解体・物流を担う企業の皆様】
・高度な分別・処理工程を共に構築できるパートナー募集

【アップサイクル商材開発企業の皆様】
・反毛原料を活用した、新たなアップサイクル商材の

共同開発パートナー募集
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